








































です。CG 検定だけでなく動画の普及を早くから見越してフラッシュ教育を徹底したり maya も導入する
など不十分な環境下で御苦労なさったことと思います。2004 年以降 CD コースのスタッフを充実させて
いったのも中村先生の功績です（本誌 17 号座談会参照）。
学部長として
その CD コースは、たとえば紙でモックアップを制作し通常なら相互にレビューするところをスペース
がないため採点後ただちに壊して破棄するというように、制作系として不十分な状態でした。技術者教
育面でも同様でした。
学部長に選出された中村先生はこの状態の打開に腐心され、各方面を説得して一号館のシステム部跡
を本学部専用のスペースとして活用することを実現しました。学部専用のサーバーもスペースもない情
報系学部として不十分な状態の解消に尽力されたのです。１―２年次の徹底した演習とアクティブラー
ニングを核とした本学部の特徴がようやく形となってきたのもこのころでした。
その後３コース制の問題点を何とかしようと、歴代教務委員長を中心に８プログラム制に移行します。
中村先生の意思ではありませんでしたが、学部内の意見を尊重して改革を後押しされた態度には本当に
頭が下がる思いでした。
英語教育
オレゴン大学留学後、情報系では不可欠なのに本学部の弱点となっていた英語教育の必要性を訴え、
自ら「ネットワークイングリッシュ」など専門科目としての英語科目をご担当なさいました。国際交流
センター委員としても６年間ご活躍され、最後まで学生の教育に様々の面から配慮を怠りませんでした。
大学改革の重鎮
中村先生の、漸進的で実行可能な案を常に示し教員集団を取りまとめいろいろな根回しをして少しで
も大学をよくしていく努力、本当にこれによって助けられてきたのが本学部であり本学です。形は変わ
りますがご退職後も本学部にご指導ご鞭撻賜れることを願ってやみません。
ネットワーク情報学部長　　江原　淳
